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３ はじめの言葉 

 
４ リーダーの器でない者に 

日本が見せつけられた不幸       田原文夫 

福島第一原子力発電所に世界が経験したことのない大事故が発生したというのに、その

対策本部のほとんどで議事録が作成されていなかった。もちろんその責任は国政を預かる

時の総理大臣にある。事故後に時の総理から発せられたいくつかの言動から、リーダーシ

ップのないトップをいただいた国民の不幸を指摘した（WebCR トップページ参照）が、

今さらにして、これほどまでに我々日本人は不幸であったのかと思わざるを得ない。対策

本部での彼の言動もさることながら、実際の対策内容の議事録がないということで、事故

の事実確認をする機会すら失われてしまった。同時に日本国民は、将来に通じる貴重な体

験知識の伝承の機会をも失われた。当然、トップ責任者としてなすべきことがなされてい

たのかの検証も出来ない。リーダーとしての能力不足は改めて指摘するまでもないが、事

故対策現場で実は取り返しのつかないミスを犯し、それを隠蔽するための議事録隠しでは

ないかとすら思えてくる。リーダーの器でない者がとる言動は恐いものである。一般私企

業の事業現場でも、少なからず起こっていることだろう。パワハラとなって表面化してい

るケースもあるかもしれない。リーダーにはどういう資質が求められているか。一方、ど

ういう言動に、その正反対の兆候がみてとれるか。人間学としての修練修得を重ねるしか

ない。 

 

 

１０ 情報社会を考える その 18 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

オイルショックにより世界中に蔓延したインフレも、今の社会人には歴史的事実でしか

ない。そのインフレ不況時代を最底辺でささえてきたのが団塊の世代である。その世代も

多くがリタイアした現在、インフレ来い来い、デフレ飛んでけの大合唱。それに後押しさ

れたかのように日銀のインフレ狙い政策が始まった。どういう経済スキームを想定してい

るのだろうか。本当に目標が定まっていての政策なのだろうか。閉塞感漂う今、胸に去来

するのは「国破れて山河あり」の憂い。若い世代の人材育成を差し置いて、妙な年寄り連

中が「日本再生リーダーよ育て」と銘打った寄り合いクラブを立ち上げるという。今の閉

塞感の元凶とも言える世代の冗談にもならない冗談だ。即座に止めてもらいたい。人材が

育つには過酷な現況である。 

 

 

３ 
２０１２ No.690 
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１４ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 13        水田 浩 

都市の利便性を高める「スマートシティ化」の取り組みが、勢いを増している。世界各

地で展開されているプロジェクトは昨年時点で 100 を超えていたが、2012 年は 1000 にも

迫る勢いである。特に中国では、プロジェクト総数は 500 近くにもなりそうだ。世界で「ス

マートシティ」が動き出したのは 2005～06 年と言われている。アラブ首長国連邦（UAE）

では、域内の再生可能エネルギー比率 100％、CO2 排出ゼロ、廃棄物ゼロを目指したプロ

ジェクト「マスダールシティ」が始まったのが 2006 年である。オランダでは「アムステ

ルダムスマートシティ」が 2008 年から始動した。中国の生態城（エコシティ）「中新天津

生態城」がスタートしたのが 2008 年だった。これらスマートシティはすべて建物の集合

体である。したがって、いかにその建設の生産性を上げるかが成功のガギを握っている。 
 

 

１９ 連載 アーキテクチャ論 （11） 

アーキテクチャパターン               山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

アーキテクチャには繰り返し出現する有用なパターンがある。このような有効性が実践

的に確認されている優れたアーキテクチャの事例がアーキテクチャパターンである。本稿

では、このようなアーキテクチャパターンの定義と事例について紹介する。 

 

 

２９ SOX/J-SOX 法騒ぎは何だったのか   

オリンパスで迷走する東証判断を検証               aism 

先月号で、20 年余にも渡り有価証券報告書に虚偽記載をしてきたオリンパス社の上場継

続を決めた東証の決定について触れた。実際、aism 討議でも、盛り上がった議論が継続

して行われている。その議論内容に触れながら、改めてこの問題を考えてみたい。議論の

ポイントを整理しながら、企業のリスクマネジメントの意義と位置付け、そのリスク回避

をするためのセキュリティ対策、および会計監査業務に関連する情報セキュリティ対策と

いった観点から検証、吟味してみたい。 

 

 
３５ ものの造れる日本再生に向けて 第二／第三の創業へ   Dr.ベスト 

第６回 第三の創業としてのリストラクチャリング（１） 

現在の日本は絶望的とも言えるほどの閉塞感の中にあると指摘する声は多い。特に 1980
年代の「ジャパンアズ No1＝No1 としてのニッポン」時代を知っている高齢層は、現在の

閉塞感に憤りすら覚えることだろう。今さらに高齢化時代を強調してみせる訳知り顔解説

人が目立つのも今日この頃だが、日本の人口構成の最大値である団塊の世代こそが、ジャ

パンアズ No1 を支える最下層世代であった。その団塊の世代が一線を退いた今、社会制度

も抜本的な見直しが必要であるように、産業界も抜本的なリストラクチャリングが必要と

されている。温故知新である。新興国にはない歴史をひもときながら、具体的には鉄鋼お

よび造船／エンジニアリング企業 N 社の事例を通して、これからの日本再生を考えてみた

い。 
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４０ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第３０回 世界が注目する仮想アイドル 

「初音ミク」のライブ演奏            根本忠明 

現在、世界の注目を集めている日本発の仮想アイドルがいる。動画共有サイトで成長し

た「初音ミク」である。個人クリエーター、ファン、企業の参加と協同で育まれ成長を続

ける仮想アイドルであり、このライブ映像はまさに圧巻である。ウェブ 2.0 時代の産物と

いってよい。初音ミクが世界に飛躍するまでの経緯について、紹介しよう。 
 
 

４３ 一味違うウェブ検索 

  第二十話 ネタを探す方法（3） 

海外と比較し日本の意外性を知る   ぐぅのうぇぶへい 

ネタを探す方法として、今回は日本と海外を比較し、その差異に注目する方法について

紹介する。海外旅行を経験した人は誰もが、日本で当たり前のことが海外では通用しない

現実に直面する。日本人にとって海外は意外性の宝庫であり、ネタを見つける最も簡単な

方法である。海外との比較の目的は、外から日本を眺めることにより、日本の新たな可能

性を捜すことにある。 

 

 

４５ 情報管理技術士認定発表 

 

 

４７ 連載 ことわざ笑タイム              すぎやまチヒロ 
 
 
 
 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 
WebCR 編集部からのお知らせ 

 

本誌に連載／掲載されている記事に関するご質問、ご意見をお待ちしております。何で

も結構ですので、下記メールアドレスまでお寄せ下さい。 

さらに詳しい内容をお知りになりたい方には、本連載執筆者による講演／勉強会方式に

よる準備もしておりますので、今後のシステム開発案件にお悩みの方は、是非ともこのチ

ャンスをご活用下さい。 

 
cr-info@jmsi．co．jp 

 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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